
 

 

危険ドラッグ「ハーブ」などの乱用により、心身の健康を損なったり、かけがえのない命を落

とすなど、薬物の乱用は子供たちの身近に迫りつつあります。 

荒川区では薬物乱用や依存症を予防するために、薬物予防教育を実施しております。 

この教室は平成12年度から、薬物依存症からの回復支援施設であるダルク （Ｄｒｕｇ  

Ａｄｄｉｃｔｉｏｎ Ｒｅｈａｂｉｒｉｔation  Center）の協力を得て、小中学校の児童生徒や保護者を対

象に行ってきました。 

教室実施後の感想文から、依存症からの回復の道程の大変さや、予防についての知識を

理解していただけていることがわかってきました。 

今後とも、この取り組みを多くの学校や関係者に広げてまいりますので、ご利用ください。 

   

★ 内容  

スライド 『 健康に生きる 』  保健師 

体験談  回復者からのメッセージ 

薬物見本の展示 

 

★ 実施方法    

学校等に出向いて実施 

 

★ 効果的な学習    

あらかじめパンフレットやアンケートなどで学習 

教室後に感想文 

【連絡先】     

荒川区健康推進課 保健相談担当 

     電話 ３８０2－３１１１ 内線４３２・４３４・４０６  

≪ 薬物乱用予防教室（セーフティ教室）の一例 ≫ 

 

 


